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2	 George Spencer Brown: Laws of Form, Neudruck, New York, 979〔邦訳 G.	スペンサー＝ブラウン『形式の法則』、大
澤真幸・宮台真司訳、朝日出版社、987 年〕を見よ。
3	 Spencer Brown, a.a.O., S. f.	〔邦訳 G.	スペンサー＝ブラウン、前掲書、2 頁〕は、「呼び出しの法則〔the law of 








（訳注 3）	 Operation には、システムにおいては「作動」の訳を当てたが、ここではスペンサー＝ブラウンの形式算法に
おける意味で用いられているので、「操作」と訳しておく。
（訳注 4）	「圧縮する〔kondensieren〕」と「再認する〔konfirmieren〕」は、スペンサー＝ブラウンによる形式算法からの
概念である。スペンサー＝ブラウンは上記の「区別」を定義した後、「呼び出しの法則〔the law of calling〕」と「横
断の法則〔the law of crossing〕」という二つの公理を提示する。「呼び出しの法則」とは、「2 度の呼び出しの
もつ値は、 度の呼び出しのもつ値である」というもので、区別がマークされた状態について、それを表示
する名前〔name〕を 2 度呼ぶことは  度呼ぶことと同じであるということである。このことは、記号的には	






























、 、 、 、
己言及と他












4	 同様に、Spencer Brown. a.a.O., S. 56f., S. 69ff.	〔邦訳G. スペンサー＝ブラウン、前掲書、65頁以下、79頁以下〕を見よ。



















、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
理システムの形式は、自己言及と他者言及
の




























7	 この点について更に詳細には、Niklas Luhmann, Systeme verstehen Systeme, in: ders. und Karl Eberhard Schorr (Hg.). 














































































、 、 、 、 、 、 、 、
ステムではない。古い用語法にならえば、人格性〔Personalität〕においては社会的相互
作用の調整〔Regelung〕が問題なのである。9「persona とは身分の条件、各人が人々の間や市民生
活の中で担う職務のことである〔Persona est conditio status, munus, quod quisque inter homines et in 
9	 Hans Rheinfelder, Das Wort „Persona“ : Geschichte seiner Bedeutungen mit besonderer Berücksichtigung des französischen 
und italienischen Mittelalters, Halle, 928. を参照せよ。法の伝統については Helmut Coing, Der Rechtsbegriff der 
menschlichen Person und die Theorien der Menschenrechte, in: ders., Zur Geschichte des Privatrechtssystems, Frankfurt am 
Main, 962, S. 56ff.	神学への継受についてはまた Siegmund Schlossmann, Persona und ΠΡΟΣΩΠΟΝ im Recht und im 
christlichen Dogma (906), Nachdruck, Darmstadt, 968.	更に詳細には、Historischen Wörterbuch der Philosophie, Bd. 7, 
Basel, 989, Sp. 269-338 における Person という見出し語の項目。
（訳注 ）	「メディア / 形式〔Medium/Form〕」とは、心理学者のフリッツ・ハイダーによる概念である。ここでの「形
式」とは「メディア」という用語と対比的に用いられる概念であり、スペンサー＝ブラウンによる「形式」
概念とは含意されていることに若干相違がある。Giancarlo Corsi/Claudio Baraldi/Elena Esposit, GLU: Glossar zu 













































0	 Egidio Forcellini, Lexicon totius latinitatis, curante I. Perin, Neudruck, 965, Bd.III, S. 677.
	 このことは、奴隷も人格として表されるという事例で分かる。












































2	 The Study of Man: An Introduction, New York, 936, S. 5 における。また、同じ著者の、The Cultural Background of 
Personality, New York, 945〔邦訳ラルフ・リントン『文化人類學入門』、清水幾太郎・犬養康彦訳、東京創元社、
952 年〕も見よ。Ralph Dahrendorf, Homo Sociologicus, 3. Aufl., Köln, 1961, S. 38ff.〔邦訳 R. ダーレンドルフ『ホモ・
ソシオロジクス :	役割と自由』、橋本和幸訳、ミネルヴァ書房、973 年、83 頁以下〕における、この区別のその
後の使用についての指摘。振り返るならば、この区別は近代社会よりも貴族社会の家系 / 美徳図式により良く当
てはまると言うことができるだろう。
3	 John Lyons, Semantics, Bd. , Cambridge, 977, S. 305ff.; Steve Fuller, Social Epistemology, Bloomington Ind., 988, S. 
55ff. を参照せよ。


































5	 この点について詳細には Niklas Luhmann, Soziale Systeme: Grundriß einer allgemeinen Theorie, Frankfurt am Main, 
984, S. 48ff.〔邦訳ニクラス・ルーマン『社会システム理論（上）（下）』、佐藤勉監訳、恒星社厚生閣、（上）






































7	 この事例はFriederike Hassauer, Extensionen der Schrift: Textualität, Ritual und Raumvollzug im Mittelalter: Das Paradigma 
Santiago de Compostela: Fallstudie zu den Bedingungen der Möglichkeit medienhistorischer Rekonstruktion, 
Habilitationsschrift Siegen, 989 における。
8	 これについてはDean MacCannell, Staged Authenticity: Arrangements of Social Space in Tourist Settings, American Journal 
of Sociology 79 (973), S. 589-603. 芸術においても、観察されることが描写において反省されることはないけれ
ども、本当らしくする様な製作過程において、自己自身を観察可能にする努力が見出される。Niklas Luhmann/
Frederick D. Bunsen/Dirk Baecker, Unbeobachtbare Welt, über Kunst und Architektur, Bielefeld, 990, S. 46ff. における、
フレデリック・ブンゼンの写真を見よ。
9	 特に、差し当たりは古典的な文献である、Erving Goffman, The Presentation of Self in Everyday Life, 2. Aufl., Garden 



























20	 こ の 解 釈 は Uwe Schimank, Die Entwicklung des Sports zum gesellschaftlichen Teilsystem, in: Renate Mayntz et al., 
Differenzierung und Verselbständigung: Zur Entwicklung gesellschaftlicher Teilsysteme, Frankfurt am Main, 988, S. 
8-232 における。
2	 これについては Alois Hahn, Religiöse Dimensionen der Leiblichkeit, in: Volker Kapp (Hg.), Die Sprache der Zeichen und 
der Bilder: Rhetorik und nonverbale Kommunikation in der frühen Neuzeit, Marburg, 990, S. 30-40 を参照せよ。







































24	 これについて更に詳細には Niklas Luhmann, Soziale Systeme, a.a.O., S. 354ff.〔邦訳ニクラス・ルーマン『社会シ
ステム理論（上）（下）』、佐藤勉監訳、恒星社厚生閣、（上）993 年、（下）995 年、492 頁以下〕; ders., Die 
Autopoiesis des Bewußtseins, in: Alois Hahn/Volker Kapp (Hg.), Selbstthematisierung und Selbstzeugnis: Bekenntnis und 
Geständnis, Frankfurt am Main, 987, S. 25-94; ders., Wie ist das Bewußtsein an Kommunikation beteiligt?, in: Hans Ulrich 
Gumbrecht/K. Ludwig Pfeiffer (Hg.), Materialität der Kommunikation, Frankfurt am Main, 988, S. 884-905; 本書〔Niklas 
Luhmann, Soziologische Aufklärung, Bd. 6: Die Soziologie und der Mensch, 2. Aufl., Wiesbaden, 2005〕の S. 55ff. もしく
は 38ff.
25	 この点については Humberto R. Maturana, Erkennen: Die Organisation und Verkörperung von Wirklichkeit: Ausgewählte 






















、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、 、
格は心理システムと社会システムの
構






























こ こ に 訳 出 し た の は、Niklas Luhmann, Die Form „Person“, in: Niklas Luhmann, Soziologische 
Aufklärung, Bd. 6: Die Soziologie und der Mensch, 2. Aufl., Wiesbaden, 2005という論文である。初出は、
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